
《古紙類等回収・奨励金制度》
 【古紙類等回収について】 
　古紙類（新聞紙、雑誌・雑紙、ダンボール類）は製紙
原料としてリサイクルできます。
　リサイクルすることで、家庭から出る燃やすごみの
減量につながります。
　回収は、団体（町内会や子ども会など）によっては、
分別収集の際に行っているところもあります。
 【どのように持って行けばいいの？】 
　『新聞紙』、『雑誌・雑紙』、『ダンボール』に分けて、
それぞれひもなどで結ぶか、紙袋に入れて回収場所に
出してください。

 【奨励金制度とは？】 
　町では古紙類等集団回収として登録した団体が取り
組む集団回収に対し、古紙回収の奨励金を交付してい
ます。（現在３５団体が登録）奨励金は、回収量１キロ
グラムあたり６円です。回収に取り組み、回収量を増
やすことで、運営費の増加にもつながります。
　新しく登録を希望する団体は、環境課まで問い合わ
せください。
〇対象団体　町内会、子ども会、PTAなどの公共的団体
〇対象品目　古紙類および古布
〇�１団体の奨励金の平均額（年額）　約３万６，０００円

　３Ｒ（スリーアール）とは、リデュース（Ｒｅｄｕｃｅ）、リユース（Ｒｅｕｓｅ）、リサイクル（Ｒｅｃｙｃｌｅ）の
３つの英語の頭文字をとったものです。
　３Ｒの取り組みには優先順位があります。まずはリデュースとリユースから取り組むことが大切です。

　町は令和４年２月１日に、住民、事業者、行政が一体となって２０５０年までに二酸化炭素排出量を
実質ゼロにする「カーボンニュートラル」の実現をめざすことを宣言しました。その取り組みの１つと
して３Ｒを推進します。

Ｒｅｄｕｃｅ・Ｒｅｕｓｅ・ＲｅｃｙｃｌｅＲｅｄｕｃｅ・Ｒｅｕｓｅ・Ｒｅｃｙｃｌｅ

ゼロカーボンシティ新宮 
知らないともったいない！ごみ減量の取り組み !!

問い合わせ先
　役場環境課
　☎９６３－１７３２（直）

〇計画的に買い物をしよう。
〇�マイバッグやマイボトルなどを使
おう。
〇繰り返し使える製品を購入しよう。
〇生ごみを減らそう。
　（食べ残しをしない。水切りをする。）

〇�ごみをきちんと分けて、分別収集な
どに出そう。
〇�新聞紙、雑誌・雑紙、ダンボールを
回収に出そう。
〇�野菜くずや生ごみは、生ごみ堆肥化
容器を利用して堆肥にしよう。
〇リサイクルされたものを使おう。

〇�機械や家具などは、修理して長く
使用しよう。
〇�いらなくなったものは、必要な人
に譲ろう。
〇�フリーマーケットなどを活用しよう。
〇�牛乳びんやビールびんのように
洗って使える容器を選ぼう。

１ リデュース（ごみを減らそう） ２ リユース（繰り返し使おう） ３ リサイクル（資源として再び利用しよう）

▲環境課　篠原

　ごみが減ると、ごみの焼却時や収集の際にごみ収集車から発生する二酸化炭素
の排出を抑制でき、地球温暖化防止につながります。
　町では、ごみ減量のために奨励金や助成金を交付していますので、ぜひ活用し
てみませんか。
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 古紙類や古布は町福祉センターでも回収しています 

　集団回収している団体に出せない場合は、町福祉セ
ンターに無料で持ち込むことができます。
【所在地】　新宮町緑ケ浜４丁目３－１
【搬入日時】　午前９時～午後５時
【休館日】
祝日、年末年始（１２月２８日～１月４日）

【出し方】
①古紙類は、前ページの古紙類等回収と同じです。
②�古布は、衣類・毛布を透明のビニール袋に入れてく
ださい。
※持ち込みは各家庭から出た個人の古紙などに限ります。
※�詳細は町ホームページまたは「家庭ごみの出し方」
パンフレットの１４ページをご覧ください。

Q.　導入しようと思ったきっかけは？
A.　�臭いの出る生ごみを置いておくのが嫌だったのと、生ごみ

を活用して庭木の肥料を作りたいと思ったからです。
Q.　導入してよかったと思ったことは？
A.　�生ごみの臭いが全くしなくなったことです。
　　コーヒー豆を焙煎したような匂いがします。
Q.　ごみの量はどのくらい減りましたか？
A.　�以前はゴミ袋（大）を週に一度出していたのが２週間に一

度になりました。
　　ごみを置いていても臭くならないので良いですね。
Q.　どのくらいで処理機内の肥料がいっぱいになるのですか？
A.　�生ごみ自体を減らそうと心がけていることもあり、３週間

ほどかかります。
　　溜まったら庭の植木の肥料にしています。
Q.　どのタイミングで使っているのですか？
A.　�１日分の生ごみを１か所に溜めておいて、寝る前に処理機

に入れてから寝ます。
　　�朝起きたらカラカラになっていますよ。

※処理能力は処理機のタイプにより異なります。

Ｒｅｄｕｃｅ・Ｒｅｕｓｅ・ＲｅｃｙｃｌｅＲｅｄｕｃｅ・Ｒｅｕｓｅ・Ｒｅｃｙｃｌｅ

 ～実際に生ごみ処理機を使っている
   中野さん（上府）に話を聞いてきました。～

７年前に生ごみ堆肥化容器の購入助
成金を活用し、処理機を購入しまし
た。台所に置いても邪魔にならず、
使い方も簡単です。ごみの量がぐん
と減ったので、ごみ袋の節約になり、
ごみを出すストレスも減りました。

《生ごみ堆肥化容器等の購入助成金》
　生ごみ堆肥化容器とは、微生物などの働きを活用し、
家庭から出る生ごみを分解することで、ごみの量を減
らし、堆肥化するものです。
　『生ごみ堆肥化容器等』を個人で購入する場合、その
費用の一部を助成しています。
〇対象品目
　①生ごみ堆肥化容器（コンポスト、ＥＭ容器など）
　②生ごみ処理機（ディスポーザ式は対象外）
　③ダンボールコンポスト

〇助成金額
　本体価格の２分の１（１００円未満は切り捨て）
※助成金の上限は１万９，０００円
※�詳細は町ホームページまたは「家庭ごみの出し方」パ
ンフレットの１５ページをご覧ください。

▲生ごみ堆肥化容器
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